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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式２から選択される１つ以上の銀化合物及び下記化学式４または化学式５の１
つ以上のアンモニウムカーボネート系化合物とを反応させて得られる銀錯体化合物。

　　（化学式２）
（上記式で、ｎは１～４の整数であり、Ｘは酸素、硫黄、ハロゲン、シアノ、シアネート
、カーボネート、ニトレート、ニトライト、サルフェート、ホスフェート、チオシアネー
ト、クロレート、パークロレート、テトラフルオロボレート、アセチルアセトネート、及
びカルボキシレートから選択される置換基である）
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　　（化学式４）

　　（化学式５）
　（上記式で、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立的に、それぞれ水
素、炭素数１～３０個の脂肪族や脂環族のアルキル基またはアリール基、または置換基が
炭素数１～６個のアルコキシ、シアノ及びアミノから選択される置換アルキル基や置換ア
リール基であり、但し、Ｒ１乃至Ｒ６が全て水素である場合は除く。）
【請求項２】
　上記化学式２の銀化合物は、酸化銀、チオシアネート化銀、シアン化銀、シアネート化
銀、炭酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、硫酸銀、燐酸銀、過塩素酸銀、四フッ素ボレート化銀、
アセチルアセトネート化銀、酢酸銀、乳酸銀、及びシュウ酸銀から選択される何れか１つ
以上のものであることを特徴とする請求項１に記載の銀錯体化合物。
【請求項３】
　前記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互い独立的に、水素、メチル、エチル
、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、アミル、ヘキシル、エチルヘキシル、
ヘプチル、オクチル、イソオクチル、ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、オクタ
デシル、ドコデシル、シクロプロピル、シクロペンチル、シクロヘキシル、メトキシエチ
ル、メトキシプロピル、シアノエチル、アミノエチル、メトキシエトキシエチル、メトキ
シエトキシエトキシエチル、ヘキサメチレンイミン、モルホリン、ピペリジン、ピペラジ
ン、ピロール、イミダゾール、ピリジン、フェニル、メトキシフェニル、シアノフェニル
、及びトリルから選択され、但し、Ｒ１乃至Ｒ６が全て水素である場合は除くことを特徴
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とする請求項１に記載の銀錯体化合物。
【請求項４】
　アンモニウムカーボネート系化合物は、エチルアンモニウムカーボネート、イソプロピ
ルアンモニウムカーボネート、イソプロピルアンモニウムバイカーボネート、ｎ－ブチル
アンモニウムカーボネート、イソブチルアンモニウムカーボネート、ｔ－ブチルアンモニ
ウムカーボネート、ｔ－ブチルアンモニウムバイカーボネート、２－エチルヘキシルアン
モニウムカーボネート、２－エチルヘキシルアンモニウムバイカーボネート、２－メトキ
シエチルアンモニウムカーボネート、２－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネート
、２－シアノエチルアンモニウムカーボネート、２－シアノエチルアンモニウムバイカー
ボネート、オクタデシルアンモニウムカーボネート、ジブチルアンモニウムカーボネート
、ジオクタデシルアンモニウムカーボネート、ジオクタデシルアンモニウムバイカーボネ
ート、メチルデシルアンモニウムカーボネート、ヘキサメチレンイミニウムカーボネート
、モルホリウムカーボネート、アミノエチルアンモニウムカーボネート、オクチルアンモ
ニウムバイカーボネート、イソブチルアンモニウムバイカーボネート、ｎ－ブチルアンモ
ニウムバイカーボネート、及びモルホリンアンモニウムバイカーボネートから選択される
ことを特徴とする請求項１に記載の銀錯体化合物。
【請求項５】
　化学式２の銀化合物は、酸化銀、炭酸銀またはその混合物であることを特徴とする請求
項１に記載の銀錯体化合物。
【請求項６】
　請求項１乃至５から選択される何れか一項の銀錯体化合物を用いて薄膜を形成した後、
酸化処理、還元処理、熱処理、化学蒸着、プラズマ蒸着、スパッタリング、電気メッキ、
リソグラフィ工程、赤外線、電子線、またはレーザー処理を施して、金属または金属酸化
物膜を形成する方法。
【請求項７】
　前記薄膜は、基板上に塗布して形成することを特徴とする請求項６に記載の金属または
金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項８】
　前記基板は、ガラス、シリコン、ポリエステル、ポリイミド、紙から選択されることを
特徴とする請求項７に記載の金属または金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項９】
　前記熱処理は、空気、窒素、アルゴン、水素、またはこれらの混合ガスで進行させるこ
とを特徴とする請求項６に記載の金属または金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項１０】
　前記塗布は、スピンコーティング、ロールコーティング、スプレーコーティング、ディ
ップコーティング、フローコーティングから選択される塗布方法であることを特徴とする
請求項７に記載の金属または金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項１１】
　前記塗布は、インクジェットプリンティング、オフセットプリンティング、スクリーン
プリンティング、グラビアプリンティング、フレキソプリンティングから選択されるプリ
ンティング方法によるものであることを特徴とする請求項７に記載の金属または金属酸化
物膜を形成する方法。
【請求項１２】
　前記銀錯体化合物を用いた塗布は、銀錯体化合物を、アルコール、グリコール、アセテ
ート、エーテル、ケトン、脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素、及びハロゲン化炭化水素か
ら選択される溶媒に溶解して製造した銀錯体化合物溶液を利用することを特徴とする請求
項７に記載の金属または金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項１３】
　前記溶媒がメタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、エチレングリコ
ール、グリセリン、エチルアセテート、ブチルアセテート、カルビトールアセテート、ジ
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エチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、メチルエチルケトン、アセトン、ヘ
キサン、ヘプタン、ベンゼン、トルエン、クロロホルム、メチレンクロライド、カーボン
テトラクロライドから選択される何れか１つ以上であることを特徴とする請求項１２に記
載の金属または金属酸化物膜を形成する方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の銀錯体化合物をアルコール、グリコール、アセテ
ート、エーテル、ケトン、脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素、及びハロゲン化炭化水素か
ら選択される溶媒に溶解して製造した銀錯体化合物溶液。
【請求項１５】
　前記溶媒がメタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、エチレングリコ
ール、グリセリン、エチルアセテート、ブチルアセテート、カルビトールアセテート、ジ
エチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、メチルエチルケトン、アセトン、ヘ
キサン、ヘプタン、ベンゼン、トルエン、クロロホルム、メチレンクロライド、カーボン
テトラクロライドから選択される何れか１つ以上であることを特徴とする請求項１４に記
載の銀錯体化合物溶液。
【請求項１６】
　上記化学式２の１つ以上の銀化合物と、一つ以上の化学式４又は化学式５のアンモニウ
ムカーボネート系化合物とを、溶媒の存在下で、常温で反応させて、請求項１乃至５の何
れか一項に記載された銀錯体化合物を製造する方法。
【請求項１７】
　前記溶媒は、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、エチレングリ
コール、グリセリン、エチルアセテート、ブチルアセテート、カルビトールアセテート、
ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、メチルエチルケトン、アセトン、
ヘキサン、ヘプタン、ベンゼン、トルエン、クロロホルム、メチレンクロライド、カーボ
ンテトラクロライドから選択される何れか１つ以上であることを特徴とする請求項１６に
記載の銀錯体化合物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銀化合物とアンモニウムカーボネート系化合物とを反応して得られる新規な
有機銀錯体化合物及びこれの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　Ｕｌｌｍａｎｎ‘ｓ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｉｎｄ．Ｃｈｅｍ．，　Ｖｏ
ｌ．Ａ２４，１０７（１９９３）では、銀（silver）は、貴金属であって、酸化され難く
、電気及び熱伝導度に優れており、触媒及び抗菌作用などを有しているため、銀及び銀化
合物は、合金、メッキ、医薬、写真、電気電子、繊維、洗剤、家電など、産業全般に広く
使用されると記述されている。
　また、銀化合物は、有機物及び高分子合成に触媒として使用することができて、特に、
最近は、電気電子部品回路で鉛使用の規制及び低抵抗金属配線、印刷回路基板（ＰＣＢ）
、軟性回路基板（ＦＰＣ）、無線認識タグ（ＲＦＩＤ）用アンテナ、そしてプラズマディ
スプレイ（ＰＤＰ）、液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬ
ＥＤ）、フレキシブルディスプレイ、及び有機薄膜トランジスタ（ＯＴＦＴ）などのよう
な新しい分野で、金属パターンを必要とするか、電極として使用するなど、銀に対する関
心が高まっている。銀を使用する場合、大部分粉末やバインダと溶剤が含まれたペースト
状として直接使用するか、硝酸銀のような銀化合物を水溶液または有機溶媒上で他の化合
物と反応して、ナノ粒子を含む多様な形態の銀及び有機銀化合物を製造して使用している
。このような有機銀化合物は、化学蒸着（ＣＶＤ）、プラズマ蒸着、スパッタリング、電
気メッキ、露光（ｐｈｏｔｏｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ）、電子線（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｂ
ｅａｍ）、レーザーなど、多様な方法により金属パターンを形成させるに使用されている
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。
【０００３】
　有機銀化合物の中で、錯体化合物（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｃｏｍｐｌｅｘｅ
ｓ）の配位子として一般に最もよく知られているものは、カルボキシル酸（Ｐｒｏｇ．　
Ｉｎｏｒｇ．　Ｃｈｅｍ．，１０，ｐ２３３（１９６８））であって、銀を含む金属カル
ボキシレート錯体は、一般に光に敏感で、有機溶媒で溶解度が低く（Ｊ．　Ｃｈｅｍ．　
Ｓｏｃ．，（Ａ）.,ｐ５１４（１９７１）、米国特許第５，５３４，３１２号（１９９６
.７.９））、分解温度が高いため、製造上の容易さにもかかわらず、応用に限界がある。
このような問題点を解決するために、Ｊ．　Ｉｎｏｒｇ．　Ｎｕｃｌ．　Ｃｈｅｍ．，　
４０,　ｐ１５９９（１９７８）,　Ａｎｇ．　Ｃｈｅｍ．，　Ｉｎｔ．　Ｅｄ．　Ｅｎｇ
ｌ．，　３１，　ｐ７７０（１９９２），　Ｅｕｒ．　Ｊ．　Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　
Ｉｎｏｒｇ．　Ｃｈｅｍ．，　３２，　ｐ２５（１９９５），　Ｊ．　Ｃｈｅｍ．　Ｃｒ
ｙｓｔ．，　２６，　ｐ９９（１９９６），　Ｃｈｅｍ．　Ｖａｐｏｒ　Ｄｅｐｏｓｉｔ
ｉｏｎ，　７，　１１１（２００１），　Ｃｈｅｍ．　Ｍａｔｅｒ．，　１６，　２０２
１（２００４）、米国特許第５，７０５，６６１号（１９９８.１.６）、韓国特許公開公
報第２００３－００８５３５７号（２００３.１１.５）では、様々な方法が提案されてい
るが、例えば、カルボキシル酸の中でアルキル鎖が長い化合物を使用するか、アミン化合
物やホスフィン化合物などを含ませる方法などが挙げられる。しかしながら、今まで、銀
から誘導される化合物の誘導体は、限定されており、しかも、これらが安定性及び溶解性
が欠如されているか、金属へのパターンを形成するには分解温度が高く、分解速度が遅い
という短所がある。
【０００４】
　したがって、本発明者らは、このような問題点を解決するために鋭意研究した結果、本
発明に到達した。
【０００５】
　一方、１９４８年に公開された英国特許公報第６０９、８０７号には、アンモニウムカ
ーボネートまたはアンモニウムカルバメートと遷移金属塩とを反応させて、二酸化炭素の
発生とともにアンモニアが配位された遷移金属塩を製造する方法が公知されており、前記
発明の製造方法によってアンモニアが配位された銀錯化合物を製造することができると記
載しているが、驚くべきことに、本発明者らは、酸化銀などの銀化合物にアンモニウムカ
ーボネートまたはアンモニウムカルバメートを加えると、二酸化炭素が発生せずに銀がア
ンモニウムカーボネートまたはアンモニウムカルバメートとの複合体形態の安定した銀錯
体に形成され、固体として分離され、前記生成された銀錯体を用いて容易に銀薄膜を製造
できることを確認した。
【０００６】
　即ち、本発明による銀錯体は、様々な反応条件を通じて、安定性及び溶媒に対する溶解
性に優れており、薄膜形成が容易であって、容易に金属パターンが可能であり、また、低
い温度で分解され、銀金属の薄膜または粉末の形成が非常に容易な、多様な構造を有する
特徴がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、銀化合物とアンモニウムカーボネート系化合物とを反応して誘導され
る新規な有機銀錯体化合物及びこれの製造方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、安定性及び溶解性に優れており、薄膜形成が容易な新規な有機銀
錯体化合物及びこれの製造方法を提供することにあり、本発明のもう一つの目的は、低い
温度で分解され、高純度の金属薄膜の形成が可能な、新規な有機銀錯体化合物及びこれの
製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明は、下記化学式２で表される銀化合物と、下記化
学式４または化学式５で表されるアンモニウムカーボネート系化合物とを反応して、新規
な有機銀錯体化合物及びこれの製造方法を発明した。
【００１０】

　　（化学式２）
 
【００１１】
【００１２】

　　（化学式４） 
【００１３】

　　（化学式５） 
【００１４】
　上記化学式２において、ｎは、１～４の整数であり、Ｘは、酸素、硫黄、ハロゲン、シ
アノ、シアネート、カーボネート、ニトレート、ニトライト、サルフェート、ホスフェー
ト、チオシアネート、クロレート、パークロレート、テトラフルオロボレート、アセチル
アセトネート、カルボキシレートなどであって、具体的に例えば、酸化銀、チオシアネー
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ト化銀、硫化銀、塩化銀、シアン化銀、シアネート化銀、炭酸銀、硝酸銀、亜硝酸銀、硫
酸銀、燐酸銀、過塩素酸銀、四フッ素ボレート化銀、アセチルアセトネート化銀、酢酸銀
、乳酸銀、及びシュウ酸銀などが挙げられるが、特にこれに限定されるものではないが、
本発明では、酸化銀や炭酸銀を使用することが反応性や後処理面で好ましい。
【００１５】
　また、化学式４または化学式５において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、
互いに独立的に、それぞれ水素、炭素数１～３０個の脂肪族や脂環族のアルキル基または
アリール基、または置換基が炭素数１～６個のアルコキシ、シアノ及びアミノから選択さ
れる置換アルキル基や置換アリール基であり、但し、Ｒ１乃至Ｒ６が全て水素である場合
は除く。 
【００１６】
　前記化学式４または化学式５において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、具
体的に例えば、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、
アミル、ヘキシル、エチルヘキシル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル、ノニル、デシ
ル、ドデシル、ヘキサデシル、オクタデシル、ドコデシル、シクロプロピル、シクロペン
チル、シクロヘキシル、メトキシエチル、メトキシプロピル、シアノエチル、アミノエチ
ル、メトキシエトキシエチル、メトキシエトキシエトキシエチル、ヘキサメチレンイミン
、モルホリン、ピペリジン、ピペラジン、ピロール、イミダゾール、ピリジン、フェニル
、メトキシフェニル、シアノフェニル、及びトリルから選択され、但し、Ｒ１乃至Ｒ６が
全て水素である場合は除く。
【００１７】
【００１８】
【００１９】
　前記化学式４及び化学式５で表されるアンモニウムカーボネート系化合物として具体的
に例えば、エチルアンモニウムカーボネート、イソプロピルアンモニウムカーボネート、
イソプロピルアンモニウムバイカーボネート、ｎ－ブチルアンモニウムカーボネート、イ
ソブチルアンモニウムカーボネート、ｔ－ブチルアンモニウムカーボネート、ｔ－ブチル
アンモニウムバイカーボネート、２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート、２－エ
チルヘキシルアンモニウムバイカーボネート、２－メトキシエチルアンモニウムカーボネ
ート、２－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネート、２－シアノエチルアンモニウ
ムカーボネート、２－シアノエチルアンモニウムバイカーボネート、オクタデシルアンモ
ニウムカーボネート、ジブチルアンモニウムカーボネート、ジオクタデシルアンモニウム
カーボネート、ジオクタデシルアンモニウムバイカーボネート、メチルデシルアンモニウ
ムカーボネート、ヘキサメチレンイミニウムカーボネート、モルホリウムカーボネート、
アミノエチルアンモニウムカーボネート、オクチルアンモニウムバイカーボネート、イソ
ブチルアンモニウムバイカーボネート、ｎ－ブチルアンモニウムバイカーボネート、及び
モルホリンアンモニウムバイカーボネートなどが挙げられる。
【００２０】
　このような後述のアンモニウムカルバメート系化合物及びアンモニウムカーボネート系
化合物の種類及び製造方法は特に制限する必要はない。例えば、Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓ
ｏｃ．，７０，ｐ３８６５（１９４８）、Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，７３、ｐ１８
２９（１９５１）、Ｊ．Ｐｒａｋｔ．Ｃｈｅｍ．，９，ｐ２１７（１９５９）、Ｊ．Ａｍ
．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，１２３，ｐ１０３９３（２００１）、Ｌａｎｇｍｕｉｒ，１８、
７１２４（２００２）、米国特許第４、５４２、２１４号（１９８５．９．１７）では、
１次アミン、２次アミン、３次アミン、または少なくとも１つ以上のこれらの混合物と二
酸化炭素から製造できると記述しており、アミン１モル当り０．５モルを使用すると、ア
ンモニウムカーボネート系化合物が、そして１モル以上の場合は、アンモニウムバイカー
ボネート系化合物を得ることができる。この際、常圧または加圧状態で特別な溶媒を使用
せずに直接製造するか、溶媒を使用する場合、メタノール、エタノール、イソプロパノー
ル、ブタノールのようなアルコール類、エチレングリコール、グリセリンのようなグリコ
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ール類、エチルアセテート、ブチルアセテート、カルビトールアセテートのようなアセテ
ート類、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンのようなエーテル類、メチ
ルエチルケトン、アセトンのようなケトン類、ヘキサン、ヘプタンのような炭化水素系、
ベンゼン、トルエンのような芳香族、そしてクロロホルムやメチレンクロライド、カーボ
ンテトラクロライドのようなハロゲン置換溶媒などが挙げられて、二酸化炭素は、気相状
態でバブリング（ｂｕｂｂｌｉｎｇ）するか、固体相ドライアイスを使用することができ
て、超臨界（ｓｕｐｅｒｃｒｉｔｉｃａｌ）状態でも反応することができる。本発明で使
用されるアンモニウムカルバメート系誘導体及びアンモニウムカーボネート誘導体の製造
には、上記の方法の他にも、最終物質の構造が同一であれば、公知の如何なる方法を使用
してもよい。即ち、製造のための溶媒、反応温度、濃度または触媒などを特に限定する必
要はなく、製造収率にも影響しない。
【００２１】
　このように製造されたアンモニウムカーボネート系化合物と銀化合物とを反応して、有
機銀錯体化合物を製造することができる。例えば、化学式２に示したような少なくとも一
つ以上の銀化合物と、化学式４または５に示したような少なくとも一つ以上のアンモニウ
ムカーボネート誘導体とを、窒素雰囲気の常圧または加圧状態で、溶媒を使用せずに直接
反応するか、溶媒を使用する場合、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノ
ールのようなアルコール類、エチレングリコール、グリセリンのようなグリコール類、エ
チルアセテート、ブチルアセテート、カルビトールアセテートのようなアセテート類、ジ
エチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンのようなエーテル類、メチルエチルケ
トン、アセトンのようなケトン類、ヘキサン、ヘプタンのような炭化水素系、ベンゼン、
トルエンのような芳香族、そしてクロロホルムやメチレンクロライド、カーボンテトラク
ロライドのようなハロゲン置換溶媒などを使用することができる。しかしながら、本発明
の有機銀錯体化合物の製造方法は、特に制限する必要はない。即ち、最終物質の構造が同
一であれば、公知の如何なる方法を使用してもよい。
【００２２】
　本発明による銀錯体化合物の構造は下記化学式１で表される。
【００２３】

　　（化学式１）
 
【００２４】
（Ａは化学式４または化学式５の化合物であり、ｍは０．７～２．５である。）
【００２５】
　本発明による銀錯体は白色の固体として分離され、前記錯体に温度を加えて分解された
化合物は酸化された状態ではない導電性を有する０価の銀であり、銀錯体化合物のIＲス
ペクトルである図８及び図１３からＣ＝Ｏ吸収バンドが観察されて、製造時に二酸化炭素
の発生がなく、図６及び図１１の１Ｈ　ＮＭＲスペクトル、図７及び図１２の１３Ｃ　Ｎ
ＭＲスペクトルからアンモニウムカーボネート系化合物の作用基を確認することができる
。
【００２６】
　本発明による銀錯体化合物は、図９、図１０、図１４及び図１５の銀錯体化合物のＴＧ
Ａ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）とＤＳＣ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）に
図示されたように、特定温度での融点と分解挙動パターンが存在して、融解された状態の
銀錯体をまた冷却しても安定した固体状態の銀錯体に回復される。
【００２７】
　本発明による有機銀錯体化合物は、メタノールのようなアルコール類、エチルアセテー
トのようなエステル類、テトラヒドロフランのようなエーテル類溶媒など、上記の本発明
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の有機銀錯体化合物を製造する溶媒を含む多様な溶媒によく溶ける特徴があり、従って銀
錯体化合物は、塗布やプリンティング工程に容易に適用可能であり、また、保管などの安
定性においても、非常に安定した溶液を形成して、３ヶ月以上安定的に溶液状態に保管可
能である。
【００２８】
　また、本発明の有機銀錯体化合物溶液をガラス、シリコンウェハ、ポリエステルやポリ
イミドのような高分子フィルム、紙などのような基板にコーティングして薄膜を製造する
か、直接プリンティングすることができる。薄膜製造及びプリンティング方法としては、
それぞれスピン（ｓｐｉｎ）コーティング、ロール（ｒｏｌｌ）コーティング、スプレー
コーティング、ディップ（ｄｉｐ）コーティング、フロー（ｆｌｏｗ）コーティングと、
インクジェットプリンティング、オフセットプリンティング、スクリーンプリンティング
、グラビアプリンティング、フレキソプリンティングなどが可能である。
【００２９】
　このようにして得られた薄膜を酸化または還元処理や熱処理するか、有機銀錯体化合物
を、化学蒸着（ＣＶＤ）、プラズマ蒸着、スパッタリング、電気メッキ、リソグラフィー
工程（ｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ）、赤外線、電子線（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｂｅａｍ）、レ
ーザー（ｌａｓｅｒ）処理を通じて、金属または金属酸化物パターンを形成させるのにも
利用することができる。上記の熱処理は、通常の不活性雰囲気下で熱処理することもでき
るが、必要に応じて、空気中でまたは水素と空気または他の不活性ガスとの混合ガスでも
熱処理が可能である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、実施例を通じて本発明を詳細に説明するが、本発明がこれらの実施例に限定され
るものではない。また、参考例として化学式２で表される銀化合物と、下記化学式３で表
されるアンモニウムカルバメ―ト系化合物とを反応して得られる有機銀錯体化合物及びこ
れの製造方法についてもあわせて説明する。

　　（化学式３）
　また、化学式３において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、互いに独立的に、そ
れぞれ水素、炭素数１～３０個の脂肪族や脂環族のアルキル基またはアリール基、置換ア
ルキル基や置換アリール基、ヘテロ環化合物基又は高分子化合物基であることが好ましい
。
　前記化学式３において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、具体的に例えば、水素
、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、アミル、ヘキシル、
エチルヘキシル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル、ノニル、デシル、ドデシル、ヘキ
サデシル、オクタデシル、ドコデシル、シクロプロピル、シクロペンチル、シクロヘキシ
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ル、アリル、メトキシ、メトキシエチル、メトキシプロピル、シアノエチル、エトキシ、
ブトキシ、ヘキシルオキシ、メトキシエトキシエチル、メトキシエトキシエトキシエチル
、ヘキサメチレンイミン、モルホリン、ピペリジン、ピペラジン、エチレンジアミン、プ
ロピレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、トリエチレンジアミン、ピロール、イミダ
ゾール、ピリジン、カルボキシメチル、トリメトキシシリルプロピル、トリエトキシシリ
ルプロピル、フェニル、メトキシフェニル、シアノフェニル、フェノキシ、トリル、ベン
ジルなどが挙げられるが、特にこれに限定されるものではない。
　前記化学式３で表されるアンモニウムカルバメート系化合物として例えば、アンモニウ
ムカルバメート、エチルアンモニウムエチルカルバメート、イソプロピルアンモニウムイ
ソプロピルカルバメート、ｎ－ブチルアンモニウムｎ－ブチルカルバメート、イソブチル
アンモニウムイソブチルカルバメート、ｔ－ブチルアンモニウムｔ－ブチルカルバメート
、２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート、オクタデシルアン
モニウムオクタデシルカルバメート、２－メトキシエチルアンモニウム２－メトキシエチ
ルカルバメート、２－シアノエチルアンモニウム２－シアノエチルカルバメート、ジブチ
ルアンモニウムジブチルカルバメート、ジオクタデシルアンモニウムジオクタデシルカル
バメート、メチルデシルアンモニウムメチルデシルカルバメート、ヘキサメチレンイミニ
ウムヘキサメチレンイミンカルバメート、モルホリウムモルホリンカルバメート、ピリジ
ニュムエチルヘキシルカルバメート、トリエチレンジアミニウムイソプロピルバイカルバ
メート、ベンジルアンモニウムベンジルカルバメート、トリエトキシシリルプロピルアン
モニウムトリエトキシシリルプロピルカルバメートなどが挙げられる。
　上記アンモニウムカルバメート系化合物のうち、１次アミン置換されたアルキルアンモ
ニウムアルキルカルバメートは反応性及び安定性面で２次または３次アミンより優れるた
め、さらに好ましい。
　参考例である化学式２で表される銀化合物と、下記化学式３で表されるアンモニウムカ
ルバメ―ト系化合物とを反応して得られる銀錯体化合物の構造は下記化学式１で表される
。

　　（化学式１）
（Ａは化学式３の化合物であり、ｍは０．７～２．５である。）
　この参考例による銀錯体は白色の固体として分離され、前記錯体に温度を加えて分解さ
れた化合物は酸化された状態ではない導電性を有する０価の銀であり、銀錯体化合物のI
Ｒスペクトルである図３からＣ＝Ｏ吸収バンドが観察されて、製造時に二酸化炭素の発生
がなく、図１の１Ｈ　ＮＭＲスペクトル、図２の１３Ｃ　ＮＭＲスペクトルからアンモニ
ウムカーボネート系化合物の作用基を確認することができる。
　参考例による銀錯体化合物は、図４及び図５の銀錯体化合物のＴＧＡ熱分解曲線（ｔｈ
ｅｒｍｏｇｒａｍ）とＤＳＣ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）に図示されたように、
特定温度での融点と分解挙動パターンが存在して、融解された状態の銀錯体をまた冷却し
ても安定した固体状態の銀錯体に回復される。
 
【００３１】
　（参考例１）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００３２】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート３．２５ｇ（１０.７５
ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル
）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で
反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明な色に変わることが
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観察されて、２時間反応した結果、無色の透明な溶液に変わって、錯化合物が成功的に得
られたことが確認できた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂ
ｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタし、未反応の酸化銀を除去した後、真空下
で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これをエチルアセテートで再結晶し
て乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物４．２２ｇ（収率：９９.４％）が得ら
れた。前記銀錯体化合物の融点は５７～５８℃（ＤＳＣ:５７.２６℃）であって、熱分析
（ＴＧＡ）の結果、銀含量は２２．０重量％であった。
【００３３】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１．１１－１．１９（ｍ、－ＣＨ３）１．５１
－１．６９（ｍ、－ＣＨ２、－ＣＨ）、２．９１－２．９２、３．２３－３．２５（ｄ、
－ＮＣＨ２）、５．１３（ｓ、－ＮＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１
６６．０９、４７．６０、４４．２４、３１．７６、３０．１２、２４．７７、２４．３
０、１４．６４、１１．１５
【００３４】
　（参考例２）
　酸化銀とｎ－プロピルアンモニウムｎ－プロピルカルバメートとの反応
【００３５】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のｎ－プロ
ピルアンモニウムｎ－プロピルカルバメート（融点：７４～７６℃）１．７４ｇ（１０.
７５ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリ
モル）を添加して、常温で２時間攪拌して反応させた結果、参考例１のような反応によっ
て無色の透明な錯化合物溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィ
ルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全
て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯
体化物２．４２ｇ（収率：８８．３％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃
以下で大部分分解が完了され、銀金属が残って、銀含量は３８．４重量％であった。
【００３６】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、０．９８－１．０２（ｔ、－ＣＨ３）１．５９
－１．６５（ｍ、－ＣＨ２）、２．７６－２．８０（ｔ、－ＮＣＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ
（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、４７．０３、２７．８４、１１．５３
【００３７】
　（参考例３）
　酸化銀とイソプロピルアンモニウムイソプロピルカルバメートとの反応
【００３８】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のイソプロ
ピルアンモニウムイソプロピルカルバメート（融点；７８～８０℃（ｄｅｃ））１．６０
ｇ（１０．７５ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４
．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓ
ｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変
わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。
この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）
を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、
これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．４８ｇ（収率：９５．５％）が
得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残
って、銀含量は３７．２重量％であった。
【００３９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１．１３－１．２２（ｄ、－ＣＨ３）、３．２
２－３．３１（ｍ、ＣＨ）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、４５．７８、２６
．０６
【００４０】
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　（参考例４）
　酸化銀とｎ－ブチルアンモニウムｎ－ブチルカルバメートとの反応
【００４１】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のｎ－ブチ
ルアンモニウムｎ－ブチルカルバメート（融点；８２～８４℃）２．０４ｇ（１０．７５
ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル
）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で
反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察
されて、２時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．
４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィ
ルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した
後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．７９ｇ（収率：９２．０％）が得られた。熱分
析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３
３．２重量％であった。
【００４２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、０．９２－０．９７（ｔ、－ＣＨ３）、１．３
７－１．４６（ｍ、－ＣＨ２）、１．５２－１．５９（ｍ、－ＣＨ２）、２．７５－２．
７９（ｔ、－ＮＣＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１６１．４６、４４
．７６、３６．９４、２１．０５、１４．３８
【００４３】
　（参考例５）
　酸化銀とイソブチルアンモニウムイソブチルカルバメートとの反応
【００４４】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のイソブチ
ルアンモニウムイソブチルカルバメート（融点；８０～８２℃）２．０４ｇ（１０．７５
ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル
）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で
反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察
されて、２時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．
４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィ
ルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した
後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．８７ｇ（収率：９４．４％）が得られた。熱分
析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３
２．４重量％であった。
【００４５】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、０．９６－０．９８（ｄ、－ＣＨ３）、１．６
７－１．７４（ｍ、－ＣＨ）、２．５９－２．８８（ｄｄ、－ＣＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ
（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１６１．４８、５２．６９、３３．１６、３０．４５、２０．
４２
【００４６】
　（参考例６）
　酸化銀とｔ－ブチルアンモニウムｔ－ブチルカルバメートとの反応
【００４７】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のｔ－ブチ
ルアンモニウムｔ－ブチルカルバメート２．０４ｇ（１０．７５ミリモル）を１０ｍｌの
メタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応
させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合
物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌して
反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブラ
ンフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶
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媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果
、銀錯体化物２．９４ｇ（収率：９７．０％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１
３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３１．４重量％であった。
【００４８】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１．２７（ｓ、－ＣＨ３）、１３Ｃ　ＮＭＲ（
ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１６１．５２、５０．９４、３２．２８
【００４９】
　（参考例７）
　炭酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００５０】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート３．２７ｇ（１０．８０
ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、炭酸銀１．０ｇ（３．６０ミリモル
）を添加した。添加した溶液は黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて
だんだん透明に変わって、５時間後には完全に黄色の透明な溶液が形成されて、錯化合物
が成功的に生成されたことを確認した。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィル
タ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て
除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体
化物４．１８ｇ（収率：９７．８９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃
以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は１８．６６重量％であった。
【００５１】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１．１１－１．１９（ｍ、－ＣＨ３）１．５１
－１．６９（ｍ、－ＣＨ２、－ＣＨ－）、２．９１－２．９２、３．２３－３．２５（ｄ
、－ＮＣＨ２）、５．１３（ｔ、－ＮＨｘ）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、
１６６．０９、４７．６０、４４．２４、３１．７６、３０．１２、２４．７７、２４．
３０、１４．６４、１１．１５
【００５２】
　（参考例８）
　酸化銀と２－メトキシエチルアンモニウム２－メトキシエチルカルバメートとの反応
【００５３】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体の２－メト
キシエチルアンモニウム２－メトキシエチルカルバメート（融点；４１～４２℃）２．１
７ｇ（１１．１８ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（
４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（
Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に
変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、黄色の透明な溶液が得られた
。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ
）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、茶色の粘性のある液体が
得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．５８ｇ（収率：８
１．４％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され
、銀金属が残り、銀含量は３５．９重量％であった。
【００５４】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、２．９３－２．９６（ｔ、－ＮＣＨ２）、３．
３９（ｓ、－ＯＣＨ３）、３．４８－３．５０（ｔ、ＯＣＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ

３ＯＤ、ｐｐｍ）、１６１．４８、７４．１１、５９．３５、４４．３４
【００５５】
　（参考例９）
　酸化銀と２－ヒドロキシエチルアンモニウム２－ヒドロキシエチルカルバメートとの反
応
【００５６】
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　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、２－ヒドロキシエチ
ルアンモニウム２－ヒドロキシエチルカルバメート１．７８ｇ（１２．９０ミリモル）を
１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して
常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行さ
れ、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時
間攪拌して反応させた結果、黄色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロン
のメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、
真空下で溶媒を全て除去すると、茶色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後
、重量を測定した結果、銀錯体化物２．５０ｇ（収率：９０．１％）が得られた。熱分析
（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３７
．１重量％であった。
【００５７】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、２．８２－２．８５（ｔ、－ＮＣＨ２）、３．
６１－３．６４（ｔ、ＯＣＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、１６６．１
６、 ６３．７０、４６．１２
【００５８】
　（参考例１０）
　酸化銀と２－シアノエチルアンモニウム２－シアノエチルカルバメートとの反応
【００５９】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体の２－シア
ノエチルアンモニウム２－シアノエチルカルバメート（融点；７０～７２℃）２．４０ｇ
（１２．９０ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．
３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌ
ｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わ
ることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。こ
の溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を
使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、こ
れを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．０６ｇ（収率：９０．０％）が得
られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１５０℃以下で約６０％の分解が進行され、純粋な銀
と未反応の有機物が残留して、２５０℃以下では大部分分解が完了され、銀金属が残り、
銀含量は２８．７重量％であった。
【００６０】
　（参考例１１）
　酸化銀とモルホリウムモルホリンカルバメートとの反応
【００６１】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、モルホリウムモルホ
リンカルバメート２．８１ｇ（１２．９０ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させ
た後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液
は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれ
て色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、黄色
の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂ
ｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、
グレーの固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．２
９ｇ（収率：８６．４％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分
分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２８．３重量％であった。
【００６２】
　（参考例１２）
　酸化銀とヘキサメチレンイミニウムヘキサメチレンイミンカルバメートとの反応
【００６３】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、ヘキサメチレンイミ
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ニウムヘキサメチレンイミンカルバメート３．１３ｇ（１２．９０ミリモル）を１０ｍｌ
のメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反
応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化
合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌し
て反応させた結果、黄色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブ
ランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で
溶媒を全て除去すると、茶色の液体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結
果、銀錯体化物３．２９ｇ（収率：８６．８％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、
１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２５．９重量％であった
。
【００６４】
　（参考例１３）
　酸化銀とアンモニウムカルバメートとの反応
【００６５】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムカル
バメート６．７１ｇ（８６ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇ（０．２５モール）を
５０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１０．０ｇ（４３．１ミリモル）を添加し
て常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行
され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、３
時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロ
ンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後
、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を
測定した結果、銀錯体化物２６．９０ｇ（収率：８４．９％）が得られた。熱分析（ＴＧ
Ａ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４２．０重
量％であった。
【００６６】
　（参考例１４）
　炭酸銀とアンモニウムカルバメートとの反応
【００６７】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムカル
バメート３．３６ｇ（４３ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇ（０．２５モール）を
５０ｍｌのメタノールに溶解させた後、炭酸銀１１．８８ｇ（４３．１ミリモル）を添加
して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進
行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、
６時間攪拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミク
ロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした
後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量
を測定した結果、銀錯体化物２５．６０ｇ（収率：８４．５％）が得られた。熱分析（Ｔ
ＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４５．８
重量％であった。
【００６８】
　（参考例１５）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００６９】
　前記参考例１の２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートをテ
トラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解させて、同様な方法により実験を行った。
【００７０】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート３．２５ｇ（１０．７５
ミリモル）を１０ｍｌのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解させた後、酸化銀１．０ｇ
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（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液
（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明
に変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、黄色の透明な溶液が得られ
た。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅ
ｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られる
が、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．５８ｇ（収率：８８．２３
％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金
属が残り、銀含量は２５．９７重量％であった。
【００７１】
　（参考例１６）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００７２】
　前記参考例１の２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートをエ
チルアセテート（ｅｔｈｙｌａｃｅｔａｔｅ）に溶解させて、同様な方法により実験を行
った。
【００７３】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート３．２５ｇ（１０．７５
ミリモル）を１０ｍｌのエチルアセテート（ｅｔｈｙｌａｃｅｔａｔｅ）に溶解させた後
、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反応溶液は、
最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成されるにつれて色
が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果、無色の透
明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａ
ｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色
の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．５３ｇ（
収率：８３．１７％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解
が完了され、銀金属が残り、銀含量は２６．３４重量％であった。
【００７４】
　（参考例１７）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００７５】
　前記参考例１の２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートを溶
媒を使用せずに、同様な方法により実験を行った。
【００７６】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート３．９０ｇ（１２．９０
ミリモル）と酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。前記反
応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成される
につれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させた結果
、黄色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍ
ｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下に放置すると、白色
の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．５８ｇ（
収率：８８．２３％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解
が完了され、銀金属が残り、銀含量は２５．９７重量％であった。
【００７７】
　（参考例１８）
　酸化銀とアミノエチルアンモニウムアミノエチルカルバメートとの反応
【００７８】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色固体のアミノエ
チルアンモニウムアミノエチルカルバメート１．７６３ｇ（１０．７５ミリモル）を１０
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ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温
で反応させた。前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、
錯化合物が生成されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪
拌して反応させた結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメ
ンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空
下で溶媒を全て除去すると、黒色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後、重
量を測定した結果、銀錯体化物２．２１ｇ（収率：７９．９９％）が得られた。熱分析（
ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４２．
１２重量％であった。
【００７９】
　（参考例１９）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとアミノエ
チルアンモニウムアミノエチルカルバメートとの反応
【００８０】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、６：１モル比率の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとアミノエチルアンモニ
ウムアミノエチルカルバメート３．０７ｇ（１０．８０ミリモル）を１０ｍｌのメタノー
ルに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４．３１ミリモル）を添加して常温で反応させた。
前記反応溶液は、最初は黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行され、錯化合物が生成
されるにつれて色が薄くなり、透明に変わることが観察されて、２時間攪拌して反応させ
た結果、無色の透明な溶液が得られた。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィル
タ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て
除去すると、オレンジ色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定
した結果、銀錯体化物３．８５ｇ（収率：９４．５９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）
の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２４．２０重量
％であった。
【００８１】
　（参考例２０）
　硫酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００８２】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート２．４２ｇ（８．００ミ
リモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、硫酸銀１．０ｇ（３．２ミリモル）を
添加して、白色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）溶液を得て、反応が進行されるにつれて透明な色
に変わり、２時間反応後には完全に透明な色に変わって、錯化合物の生成が完了されたこ
とが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　
ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体
が得られるが、これをエチルアセテートで再結晶して乾燥した後、重量を測定した結果、
錯体化物３．１５ｇ（収率：９２．３％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０
℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２１．３５重量％であった。
【００８３】
　（参考例２１）
　硝酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反応
【００８４】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート２．２３ｇ（７．３７ミ
リモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、硝酸銀１．０ｇ（５．９ミリモル）を
添加して白色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）を得て、反応が進行されるにつれて透明な色に変わ
り、２時間反応後には完全に透明な色に変わって、錯化合物の生成が完了されたことが分
かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌ
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ｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得ら
れるが、これをエチルアセテートで再結晶して乾燥した後、重量を測定した結果、錯体化
物２．７６ｇ（収率：８５．６％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下
で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２２．７３重量％であった。
【００８５】
　（参考例２２）
　シアン化銀と２－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメートとの反
応
【００８６】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカルバメート２．８３ｇ（９．３７ミ
リモル）を１０ｍｌのジメチルスルホオキシド（ＤＭＳＯ）に溶解させた後、シアン化銀
１ｇ（７．５ミリモル）を添加して白色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）を得て、反応が進行され
るにつれて透明な色に変わり、２時間反応後には完全に透明な色に変わって、錯化合物の
生成が完了されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（
ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去
すると、白色の固体が得られるが、これをエチルアセテートで再結晶して乾燥した後、重
量を測定した結果、錯体化物３．１５ｇ（収率：８２．４２％）が得られた。熱分析（Ｔ
ＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２５．４
３重量％であった。
【００８７】
　（実施例２３）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【００８８】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート３．７２ｇ（１１.６１ミリモル）を１０ｍ
ｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記
反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な
色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わっ
て、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフ
ィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタし、未反応の酸化銀粒子
を除去して、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した
後、重量を測定した結果、銀錯体化物４．０２ｇ（収率：８５.２％）が得られた。前記
銀錯体化合物の融点は５５～５７℃（ＤＳＣ：５７.３４℃）であって、熱分析（ＴＧＡ
）結果、銀含量は２１．４３重量％であった。
【００８９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、０．８７－０．９９（ｍ、－ＣＨ３）１．３１
－１．４７（ｍ、－ＣＨ２、－ＣＨ－）、２．６９－２．７０、３．０１－３．０２（ｄ
、－ＮＣＨ２）、４．９０（ｓ、－ＮＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、
１６５．００、４７．７０、４４．２５、３１．７３、３０．９０、２４．７３、２４．
２９、１４．６８、１１．１６
【００９０】
　（実施例２４）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【００９１】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムバイカーボネート４．８６ｇ（２５.３７ミリモル）を１
０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。
前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透
明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変
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わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブラ
ンフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶
媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果
、銀錯体化物４．３３ｇ（収率：７３.９％）が得られた。前記銀錯体化合物の融点は５
６～５７℃（ＤＳＣ：５７.６６℃）であって、熱分析（ＴＧＡ）結果、銀含量は２１．
４８重量％であった。
【００９２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、０．９３－１．０８（ｍ、－ＣＨ３）１．３１
－１．６４（ｍ、－ＣＨ２、－ＣＨ－）、２．９３－２．９４、３．２５－３．２６（ｄ
、－ＮＣＨ２）、５．１３（ｓ、－ＮＨ２）、１３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤ３ＯＤ、ｐｐｍ）、
１６５．５６、４７．７３、４４．２３、３１．７１３、３０．０８、２４．７２、２４
．２８、１４．６９、１１．１７
【００９３】
　（実施例２５）
　酸化銀とイソプロピルアンモニウムカーボネートとの反応
【００９４】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、イソプロピルアンモ
ニウムカーボネート２．０１ｇ（１１.１８ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解さ
せた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黒色懸濁液
（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察さ
れて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成され
たことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎ
ｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の
固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．４１ｇ（収
率：８０.２％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）結果、１３０℃以下で大部分分解が完了
され、銀金属が残って、銀含量は、３８．６重量％であった。
【００９５】
　（実施例２６）
　炭酸銀とイソプロピルアンモニウムカーボネートとの反応
【００９６】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、イソプロピルアンモ
ニウムカーボネート２．０７ｇ（１１.５２ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解さ
せた後、炭酸銀１．０ｇ（３.６０ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黄色懸濁液
（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察さ
れて、６時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成され
たことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎ
ｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の
固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物２．４２ｇ（収
率：７８.８％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）結果、１３０℃以下で大部分分解が完了
され、銀金属が残って、銀含量は３２．２３重量％であった。
【００９７】
　（実施例２７）
　炭酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【００９８】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート３．４６ｇ（１４.４ミリモル）を１０ｍｌ
のメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（３.６ミリモル）を添加した。前記反応
溶液は、黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に
変わることが観察されて、６時間が経った後には、完全に黄色の透明な溶液に変わって、
錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィル
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タ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て
除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体
化物４．１５ｇ（収率：９３.０４％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃
以下で大部分分解が完了され、銀金属が残って、銀含量は１８．７９重量％であった。
【００９９】
　（実施例２８）
　酸化銀とイソプロピルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１００】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、イソプロピルアンモ
ニウムバイカーボネート（融点：５３～５４℃）２．９７ｇ（２４.５１ミリモル）を１
０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。
前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透
明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変
わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブラ
ンフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶
媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果
、銀錯体化物２．４１ｇ（収率：６０.７％）が得られた。融点は６８～７０℃（ＤＳＣ
：７０.４９℃）であって、熱分析（ＴＧＡ）結果、１３０℃以下で大部分分解が完了さ
れ、銀金属が残り、銀含量は３８．５８重量％であった。
【０１０１】
　（参考例２９）
　酸化銀とアンモニウムカーボネートとの反応
【０１０２】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムカー
ボネート８．２６ｇ（８６ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇとを５０ｍｌのメタノ
ールに溶解させた後、酸化銀１０．０ｇ（４３.１ミリモル）を添加した。前記反応溶液
は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わ
ることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化
合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（
ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去
すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物
２８．３８ｇ（収率：８５.５％）が得られた。融点（ＤＳＣ）は６３．３８℃であって
、熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含
量は４６．３重量％であった。
【０１０３】
　（参考例３０）
　炭酸銀とアンモニウムカーボネートとの反応
【０１０４】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムカー
ボネート４．１３ｇ（４３ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇ（０.２５モル）とを
５０ｍｌのメタノールに溶解させた後、炭酸銀１１．８８ｇ（４３.１ミリモル）を添加
した。前記反応溶液は、黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だん
だん透明な色に変わることが観察されて、６時間が経った後には、完全に無色の透明な溶
液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメ
ンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空
下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定し
た結果、銀錯体化物２６．７１ｇ（収率：８５.９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の
結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４７．８重量％で
あった。
【０１０５】
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　（参考例３１）
　酸化銀とアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１０６】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムバイ
カーボネート６．８ｇ（８６ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇ（０.２５モル）と
を５０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１０．０ｇ（４３.１ミリモル）を添加
した。前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だん
だん透明な色に変わることが観察されて、３時間が経った後には、完全に無色の透明な溶
液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメ
ンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空
下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定し
た結果、銀錯体化物２６．５５ｇ（収率：８３.５％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の
結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４６．８重量％で
あった。
【０１０７】
　（参考例３２）
　炭酸銀とアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１０８】
　攪拌器付き２５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、アンモニウムバイ
カーボネート３．４ｇ（４３ミリモル）とイソプロピルアミン１５ｇ（０.２５モル）と
を５０ｍｌのメタノールに溶解させた後、炭酸銀１１．８８ｇ（４３.１ミリモル）を添
加した。前記反応溶液は、黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だ
んだん透明な色に変わることが観察されて、６時間が経った後には、完全に無色の透明な
溶液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンの
メンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真
空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定
した結果、銀錯体化物２６．２０ｇ（収率：８６.２％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）
の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は４８．２重量％
であった。
【０１０９】
　（実施例３３）
　酸化銀と２－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１１０】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネート３．２４ｇ（２３.６５ミリモル）を１
０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。
前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透
明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に黄色の透明な溶液に変
わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブラ
ンフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶
媒を全て除去すると、黄色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測
定した結果、銀錯体化物３．０１ｇ（収率：７０.７５％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ
）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３１．０８重
量％であった。
【０１１１】
　（実施例３４）
　炭酸銀と２－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１１２】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－メトキシエチルアンモニウムバイカーボネート３．７８ｇ（２７.５４ミリモル）を１
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０ｍｌのメタノールに溶解させた後、炭酸銀１．０ｇ（３.６０ミリモル）を添加した。
前記反応溶液は、黄色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透
明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に黄色の透明な溶液に変
わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブラ
ンフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶
媒を全て除去すると、黄色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測
定した結果、銀錯体化物３．２８ｇ（収率：６８.６１％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ
）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２３．７８重
量％であった。 
【０１１３】
　（実施例３５）
　酸化銀とオクチルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１１４】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色の固体であるオ
クチルアンモニウムバイカーボネート３．０７ｇ（２４.７３ミリモル）を１０ｍｌのメ
タノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶
液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変
わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯
化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ
（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除
去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化
物３．８１ｇ（収率：９３.６１％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以
下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２４．４０重量％であった。
【０１１５】
　（実施例３６）
　酸化銀とイソブチルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１１６】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色の固体であるイ
ソブチルアンモニウムバイカーボネート３．２０ｇ（２３.６５ミリモル）を１０ｍｌの
メタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応
溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に
変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、
錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィル
タ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て
除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体
化物３．２１ｇ（収率：７６.４２％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃
以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２８．９７重量％であった。
【０１１７】
　（実施例３７）
　酸化銀とｎ－ブチルアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１１８】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のあるｎ－ブチ
ルアンモニウムバイカーボネート３．２０ｇ（２３.６５ミリモル）を１０ｍｌのメタノ
ールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は
、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わる
ことが観察されて、６時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化合
物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍ
ｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去す
ると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３
．４９ｇ（収率：８３.０９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で
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大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２６．７２重量％であった。
【０１１９】
　（実施例３８）
　酸化銀とモルホリンアンモニウムバイカーボネートとの反応
【０１２０】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色の固体であるモ
ルホリンアンモニウムバイカーボネート３．５３ｇ（２３.６５ミリモル）を１０ｍｌの
メタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応
溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に
変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に黄色の透明な溶液に変わって、
錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィル
タ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て
除去すると、白色の固体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体
化物３．１６ｇ（収率：６９.７５％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃
以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は２９．４９重量％であった。
【０１２１】
　（実施例３９）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１２２】
　前記実施例２３の２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートをテトラヒドロフラン
（ＴＨＦ）に溶解させて、同様な方法により実験を行った。
【０１２３】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカーボネート４．１３ｇ（１２.９０
ミリモル）を１０ｍｌのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解させた後、酸化銀１．０ｇ
（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応
が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後
には、完全に黄色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この
溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使
用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これ
を乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物４．０５ｇ（収率：７８.８４％）が得
られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り
、銀含量は２２．９６重量％であった。
【０１２４】
　（実施例４０）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１２５】
　前記実施例２３の２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートをエチルアセテート（
ｅｔｈｙｌａｃｅｔａｔｅ）に溶解させて、同様な方法により実験を行った。
【０１２６】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカーボネート４．１３ｇ（１２.９０
ミリモル）を１０ｍｌのエチルアセテート（ｅｔｈｙｌａｃｅｔａｔｅ）に溶解させた後
、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌ
ｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察されて、
２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成されたこと
が分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆ
ｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が
得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．９６ｇ（収率：７
７.１９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了さ
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れ、銀金属が残り、銀含量は２３．４８重量％であった。
【０１２７】
　（実施例４１）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１２８】
　前記実施例２３の２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートを、溶媒を使用せずに
、同様な方法により実験を行った。
【０１２９】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウム２－エチルヘキシルカーボネート４．１３ｇ（１２.９０
ミリモル）と酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黒色懸
濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観
察されて、２時間が経った後には、完全に黄色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成
されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒ
ａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下に放置すると、白色の固体が
得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．９６ｇ（収率：７
７.１９％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了さ
れ、銀金属が残り、銀含量は２３．４８重量％であった。
【０１３０】
　（実施例４２）
　酸化銀とアミノエチルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１３１】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、白色の固体であるア
ミノエチルアンモニウムカーボネート２．３５ｇ（１２.９０ミリモル）を１０ｍｌのメ
タノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶
液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変
わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯
化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ
（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除
去すると、黒色の粘性のある液体が得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果
、銀錯体化物２．４２ｇ（収率：７２.２３％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、
１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は３８．４５重量％であっ
た。
【０１３２】
　（実施例４３）
　酸化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとアミノエチルアンモニウムカ
ーボネートとの反応
【０１３３】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、６：１モル比率の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとアミノエチルアンモニウムカーボネート３
．８７ｇ（１２.９ミリモル）を１０ｍｌのメタノールに溶解させた後、酸化銀１．０ｇ
（４.３１ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、黒色懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応
が進行されるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後
には、完全に無色の透明な溶液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この
溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使
用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去すると、オレンジ色の粘性のある液体が
得られるが、これを乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．０５ｇ（収率：７
８.８５％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了さ
れ、銀金属が残り、銀含量は３０．４１重量％であった。
【０１３４】
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　（実施例４４）
　硫酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１３５】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート３．０７ｇ（９.６０ミリモル）を１０ｍｌ
のメタノールに溶解させた後、硫酸銀１．０ｇ（３.２ミリモル）を添加した。前記反応
溶液は、白色の懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色
に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に透明な溶液に変わって、錯化
合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（
ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去
すると、白色の固体が得られるが、これをエチルアセテートで再結晶して乾燥した後、重
量を測定した結果、銀錯体化物３．５５ｇ（収率：８７.２％）が得られた。熱分析（Ｔ
ＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は１９．５
２重量％であった。
【０１３６】
　（実施例４５）
　硝酸銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１３７】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート２．８４ｇ（８.８６ミリモル）を１０ｍｌ
のメタノールに溶解させた後、硝酸銀１．０ｇ（５.９ミリモル）を添加した。前記反応
溶液は、白色の懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行されるにつれて、だんだん透明な色
に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完全に透明な溶液に変わって、錯化
合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５ミクロンのメンブランフィルタ（
ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタした後、真空下で溶媒を全て除去
すると、白色の固体が得られるが、これをエチルアセテートで再結晶して乾燥した後、重
量を測定した結果、銀錯体化物３．１２ｇ（収率：８１.３４％）が得られた。熱分析（
ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され、銀金属が残り、銀含量は１９．
８８重量％であった。
【０１３８】
　（実施例４６）
　シアン化銀と２－エチルヘキシルアンモニウムカーボネートとの反応
【０１３９】
　攪拌器付き５０ｍｌのシュレンク（Ｓｃｈｌｅｎｋ）フラスコに、粘性のある液体の２
－エチルヘキシルアンモニウムカーボネート３．５９ｇ（１１.２０ミリモル）を１０ｍ
ｌのジメチルスルホオキシド（ＤＭＳＯ）に溶解させた後、シアン化銀１．０ｇ（７.５
ミリモル）を添加した。前記反応溶液は、白色の懸濁液（Ｓｌｕｒｒｙ）で反応が進行さ
れるにつれて、だんだん透明な色に変わることが観察されて、２時間が経った後には、完
全に透明な溶液に変わって、錯化合物が生成されたことが分かった。この溶液を０．４５
ミクロンのメンブランフィルタ（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｆｉｌｔｅｒ）を使用してフィルタ
した後、真空下で溶媒を全て除去すると、白色の固体が得られるが、これをエチルアセテ
ートで再結晶して乾燥した後、重量を測定した結果、銀錯体化物３．９３ｇ（収率：８５
.６２％）が得られた。熱分析（ＴＧＡ）の結果、１３０℃以下で大部分分解が完了され
、銀金属が残り、銀含量は２０．３７重量％であった。
【０１４０】
　前記実施例、及び参考例により製造された化合物の銀含量に基づいてｍ値を換算すると
、下記の表１の通りである。
【０１４１】
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【表１】

【０１４２】
　（参考例４７）
　参考例１で合成した銀錯体化合物４ｇをブチルアルコール５ｇに溶かした後、５００ｃ
ｐｓとなるように粘度を調整して、３２０メッシュ（ｍｅｓｈ）のステンレス（ＳＵＳ）
網上にパターニングされたシルクスクリーンで、コーティング処理された紙（インクテッ
ク社製、製品名：ＩＴＰ２０ＨＰＧまたはＩＴＰ２０ＳＰＨ）上にパターニングした後、
１００℃で５分間、そして１３０℃で１０分間熱処理し、伝導度が４００～５００ｍΩ/
□の金属パターンを得た。
【０１４３】
　（参考例４８）
　参考例１で合成した銀錯体化合物４ｇをイソプロピルアルコール１０ｇに溶かした後、
１３ｃｐｓとなるように粘度を調整し、インクジェットプリンターを利用して、ＰＥＴフ
ィルム上にパターニングを１回した。パターニングした後、８０℃で５分間、そして１３
０℃で１０分間熱処理し、伝導度が２００～３００ｍΩ/□の金属パターンを得た。
【０１４４】
　（実施例４９）
　実施例２３で合成した銀錯体化合物４ｇを２－ヘキシルアルコール５ｇに溶かした後、
５００ｃｐｓとなるように粘度を調整して、３２０メッシュ（ｍｅｓｈ）のパターニング
されたシルクスクリーンで、コーティング処理された紙（インクテック社製、製品名：Ｉ
ＴＰ２０ＨＰＧまたはＩＴＰ２０ＳＰＨ）上にパターニングした後、１００℃で５分間、
そして１３０℃で１０分間熱処理し、伝導度が４００～５００ｍΩ/□の金属パターンを
得た。
【０１４５】
　（実施例５０）
　実施例２４で合成した銀錯体化合物４ｇをブチルアルコール１０ｇに溶かした後、１３
ｃｐｓとなるように粘度を調整し、インクジェットプリンターを利用して、ＰＥＴフィル
ム上にパターニングを１回した。パターニングした後、８０℃で５分間、そして１３０℃
で１０分間熱処理し、伝導度が２００～３００ｍΩ/□の金属パターンを得た。
【０１４６】
　本発明により、化学式２の銀化合物と、化学式４または化学式５のアンモニウムカーボ
ネート系化合物を反応させて誘導された可溶性の有機銀錯体化合物が提供された。
【０１４７】
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　前記材料は、前記ＴＧＡ結果から分かるように、非常に低い温度で容易に分解され、純
粋な金属薄膜または粉末を形成するため、多様な形態の銀金属膜の形成が可能であり、ま
た、高真空下で蒸着し、非常に薄い薄膜の形成も可能であることが分かり、メッキ、医薬
、写真、電気電子、繊維、洗剤、家電製品と有機物、及び高分子合成に触媒として使用す
るか、銀粉末、ペースト、ナノ粒子の製造に利用することができて、特に、低抵抗金属配
線、印刷回路基板（ＰＣＢ）、軟性回路基板（ＦＰＣ）、無線認識タグ（ＲＦＩＤ）用ア
ンテナ、そしてプラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤ）
、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、フレキシブルディスプレイ、及び有機薄膜トランジ
スタ（ＯＴＦＴ）などのような分野で、電極や化学蒸着（ＣＶＤ）、プラズマ蒸着、スパ
ッタリング、電気メッキ、リソ工程（ｐｈｏｔｏｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ）、電子線（ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎ　ｂｅａｍ）、レーザー（ｌａｓｅｒ）など、多様な方法により金属パタ
ーンを形成させる時、前駆体（ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ）材料として使用することができる。
また、本発明の有機銀錯体化合物溶液をガラス、シリコンウェハ、ポリエステルやポリイ
ミドのような高分子フィルム、紙などのような基板にスピン（ｓｐｉｎ）コーティング、
ロール（ｒｏｌｌ）コーティング、スプレーコーティング、ディップ（ｄｉｐ）コーティ
ング、フロー（ｆｌｏｗ）コーティングと、インクジェットプリンティング、オフセット
プリンティング、スクリーンプリンティング、グラビアプリンティング、フレキソプリン
ティングした後、酸化または還元処理や熱処理して、金属または金属酸化物パターンを形
成させるにも利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４８】
【図１】参考例１の銀錯体化合物の１Ｈ　ＮＭＲスペクトルである。
【図２】参考例１の銀錯体化合物の１３Ｃ　ＮＭＲスペクトルである。
【図３】参考例１の銀錯体化合物のIＲスペクトルである。
【図４】参考例１の銀錯体化合物のＴＧＡ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）である。
【図５】参考例１の銀錯体化合物のＤＳＣ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）である。
【図６】実施例２３の銀錯体化合物の１Ｈ　ＮＭＲスペクトルである。
【図７】実施例２３の銀錯体化合物の１３Ｃ　ＮＭＲスペクトルである。
【図８】実施例２３の銀錯体化合物のIＲスペクトルである。
【図９】実施例２３の銀錯体化合物のＴＧＡ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）である
。
【図１０】実施例２３の銀錯体化合物のＤＳＣ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）であ
る。
【図１１】実施例２４の銀錯体化合物の１Ｈ　ＮＭＲスペクトルである。
【図１２】実施例２４の銀錯体化合物の１３Ｃ　ＮＭＲスペクトルである。
【図１３】実施例２４の銀錯体化合物のIＲスペクトルである。
【図１４】実施例２４の銀錯体化合物のＴＧＡ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）であ
る。
【図１５】実施例２４の銀錯体化合物のＤＳＣ熱分解曲線（ｔｈｅｒｍｏｇｒａｍ）であ
る。
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